いと、 ご 返事です。 

いた ころ 

(お前 はずい ぶんむ ごい やつ だ、 お前の 傷めたり 殺し 

たりす る ものが、 一体 どんな もの だか わかって いるか、 

どんな もので もい のち は 悲しい ものな の だ ぞ。) と、 須 

かさ 

利耶 さま は 重ねてお さとしに なりました。 

(そうか もしれ ない よ。 けれども そうでない かもしれ 

ない。 そうだと すれば おれ は 一層お もしろ いの だ、 ま 

ま うす 

あそん な 下らない 話 はやめろ、 そんな こと は 昔の 坊主 

どもの 言う こった、 見ろ、 向う を 雁が 行く だろう、 お 

し と てっぽう かま 

れは仕 止めて 見せる。) と 従弟の かたは 鉄砲 を 構えて、 

走って 見え なくなりました。 



可愛らしい 天の 子供で ございました。 

すリゃ みお ぼ 

そして 須利耶 さま は、 たしかに その子 供に 見覚えが 

ございました。 最初の もの は、 もはや 地面に 達します 

ひげ ろうじん たお も ほね だ 

る。 それ は 白い 鬚の 老人で、 倒れて 燃えながら、 骨 立つ 

た 両手 を 合せ、 須利耶 さま を 拝む ようにして、 切なく 

叫びます のに は、 

(須 利耶 さま、 須利耶 さま、 おねがいで ございます。 

どうか 私の 孫 をお 連れ 下さい ませ。) 

もちろん 須利耶 さま は、 馳せ 寄って 申されました。 

(いいと も、 いいと も、 確かに おれが 引き取って やろう。 

つぎつぎ 

しかし 一 体お 前ら は、 どうしたの だ。) そのと き 次々 に 



かり お おとな うつく 

雁が 地面に 落ちて 来て 燃えました。 大人 も あれば 美 

ようら く おなご 

しい 瓔珞を かけた 女子 も ございました。 その 女子 は 

まのお 

まっかな 焰に 燃えながら、 手 を あのお しまいの 子に 

のばし、 子供 は 泣いて その まわり を はせ めぐった と 申 

かさ 

します る。 雁の 老人が 重ねて 申します に は、 

ども けんぞく つみ 

(私共 は 天の 眷属 でございます。 罪が あって ただいま 

う ただい まむ く はた 

まで 雁の 形 を 受けて おりました。 只今 報い を果 しまし 

た。 私共 は 天に 帰ります。 ただ 私の 一 人の 孫 はま だ 帰 

れ ません。 これ は あなたと は 縁の ある もので ございま 

す。 どうぞ あなたの 子に してお 育て を 願います。 おね 

がいで ございます。) と 斯うで > ざい ま す。 



須利耶 さまが 申さ れ ました。 

わか あんしん 

(いいと も。 すっかり 判った。 引き受けた。 安心して 

くれ。) 

すると 老人 は 手 を 擦って 地面に 頭 を 垂れた と 思う と、 

もう 燃えつ きて、 影 も かたち も ございません でした。 

いとこ てっぽう 

須利耶 さま も 従弟 さま も 鉄砲 を も つ たま ま ぼんやりと 

立って いられました そうでい つたい 二人 いっしょに 夢 

を 見た のかと も 思われました そうです が あとで 従弟 さ 

まの 申され ますに は その 鉄砲 はま だ 熱く 弾丸 は 減って 

おり そのみん なの ひざまずいた 所 の 草 はたし かに 倒 

れて おった そうで ございます。 



そして もちろん そこに は その 童子が 立 つ て いられ ま 

*J 力 

したので す。 須利耶 さま はわれに かえって 童子に 向つ 

て 云われました。 

きょう 

(お前 は 今日から おれの 子供 だ。 もう 泣かな いでいい。 

か あ リっぱ のぼ 

お前の 前のお 母さん や 兄さんた ち は、 立派な 国に 昇つ 

て 行かれた。 さあお いで。) 

もど とち ゆ 1 つ 

須利耶 さま は ごじ ぶんのう ちへ 戻られました。 途中 

の 野原 は 青い 石で しんとして 子供 は 泣きながら 随 いて 

ま い 

参りました。 

おく そうだん 

須利耶 さま は 奥 さまと ご 相談で、 何と 名前 をつ けよ 

うか、 三、 四日お 考えで ございま したが、 そのうち、 



さし や ぜんたい 

話 はもう 沙車 全体に ひろがり、 みんな は 子供 を 雁の 童 

子と 呼びました ので、 須利耶 さま も 仕方なくそう 呼ん 

でお いでで ございました ご 

ろうじん いき 

老人 はちよ つと 息 を 切りました。 私 は 足 もとの 小さ 

こ寸 あ. P お ま. のお 

な 苔 を 見ながら、 この 怪しい 空から 落ちて 赤い 焰に 

も す 力た 

つ つまれ、 かなしく 燃えて 行く 人た ちの 姿 を、 はっき 

りと 思い 浮べました。 老人 はしば らく 私 を 見て いまし 

たが、 また 語リ つづけました。 

さし や おわ やなぎ 

「沙 車の 春の 終りに は、 野原 いちめん 楊の 花が 光つ 

て 飛びます。 遠くの 氷の 山から は、 白い 何ともみ え 

ひとみ いた は 

ず 瞳 を 痛く する ような 光が、 日光の 中 を 這って まい 



ります。 それから 果樹が ちらちら ゆすれ、 ひばり は そ 

らで すきとおった 波 をた てます る。 童子 は 早く も 六つ 

に なられました。 春の ある 夕方の こと、 須利耶 さま は 

力し まレ 

雁から 来たお 子 さま を つれて、 町 を 通って 参られ まし 

ぶどう おも かげぼうし こう もリ 

た。 葡萄い ろの 重い 雲の 下 を、 影法師の 蝙蝠が ひら ひ 

らと 飛んで 過ぎました。 

まう ひも お 

子供ら が 長い 棒に 紐 をつ けて、 それ を 追いました。 

(雁の 童子 だ。 雁の 童子 だ。) 

子供ら は 棒 を 棄て手 をつな ぎ 合って 大きな 環に なり 

須利耶 さま 親子 を 囲みました。 

須利耶 さま は 笑って おいでで ございました。 



そろ 

子供ら は 声 を 揃えて い つもの ように はやし まする。 

(雁の 子、 雁の 子 雁 童子、 

空から 須利耶 におり て 来た。) と 斯うで ござい 

じょうだん もう 

ます。 けれども 一 人の子 供が 冗談 に 申します るに は、 

(雁の すてご、 雁の すてご、 

春に な つ て もま だ 居る か。) 

みんな は ど つ と 笑いまして それから どう 云う わけ か 

と どうじ ほお う 

小さな 石が 一 つ 飛んで 来て 童子の 頰を 打ちました。 

須利耶 さま は 童子 を かば つて みんなに 申され ますのに 

は、 

こども わる 

おまえた ち は 何 をす るんだ、 この 子供 は 何 か 悪い こ 



と をした か、 冗談に も 石 を 投げる なんてい けない ぞ。 

さけ わ 

子供ら が 叫んで ばらばら 走って 来て 童子に 詫びたり 

なぐさ あ まえ か かくし 

慰めたり いたしました。 或る 子 は 前掛けの 衣囊 から 

ほ いちじく や 

干した 無花果 を 出して 遣ろうと いたしました。 

はじ しま わら 

童子 は 初めから お 了い までに こに こ 笑って おられ ま 

ゆる 

した。 須利耶 さま もお 笑いに なりみん なを 赦 して 童子 

を 連れて 其処 を はなれなさい ました。 

あさぎ めのう 

そして 浅黄の 瑪瑙の、 しずかな 夕 もやの 中で いわれ 

ました。 

(よくお 前 はさつ き 泣かなかった な。) その 時 童子 は 

お 父 さまに すがりな が ら、 



(お父さん わたしの 前のお じいさん はね、 からだに 

たま も こもう 

弾丸 をから だに 七つ 持って いたよ。) と 斯う 申された 

つた 

と 伝えます。」 

じゅんれい ろうじん 

巡礼 の 老人 は 私の 顔 を 見ました。 

私 もじ つ と 老人のう るんだ 眼 を 見 あげてお りました _ 

老人 はまた 語りつ づけました。 

あ ばん どうじ ねつ とこ 

「また 或る 晚 のこと 童子 は 寝付けな いでい つまで も 床 

の 上で もがきなさい ました。 (おつかさん ねむられな 

いよう。) と 仰っしゃり まする、 須利耶 の 奥 さま は 立つ 

て 行って 静かに 頭 を 撫でて おやりなさい ました。 童子 

さまの 脳 はもう すっかり 疲れて、 白い 網の ようになつ 



みかづき う 

て、 ぶるぶる ゆれ、 その 中に 赤い 大きな 三日月が 浮か 

ん だり、 その へん 一杯に ぜんまいの 芽の ような ものが 

へん やわ 

見えたり、 また 四角な 変に 柔らかな 白い ものが、 だん 

ひろ おそ はこ 

だん 拡がって 恐ろしい 大きな 箱に なったり する ので ご 

ひたい あま あつ 

ざいました。 母 さま は その 額が 余り 熱い といって 

しんぱい うつ きょうもん 

心配なさい ました。 須利耶 さま は 写し かけの 経文に、 

掌 を 合せて 立ち あがられ、 それから 童子 さま を 立た せ 

べにが わ おび むす おもて 

て、 紅 革の 帯 を 結んで ゃリ 表へ 連れてお 出に なリま 

えき し いちめん 

した。 駅の どの 家 ももう 戸 を 閉めて しまって、 一面の 

むねむ ね ！, 6 ら 

星の 下に、 棟々 が 黒く 列び ました。 その 時 童子 はふと 

水の 流れる 音 を 聞かれました。 そしてし ばらく 考えて 



から、 

(お父さん、 水 は 夜で も 流れる のです か。) とお 尋ねで 

さばく むこ のぼ 

す。 須利耶 さま は 沙漠の 向う から 昇って 来た 大きな 青 

い 星 を 眺めながら お答えな されます。 

(水 は 夜で も 流れる よ。 水 は 夜で も 昼で も、 平らな 

所で さえなかったら、 いつまでも いつまでも 流れる 

の だ。) 

きゅう しず こんど 

童子の 脳 は 急に すっかり 静まって、 そして 今度 は 

早く 母 さまの 処 にお 帰リ なりとう なります る。 

(お父さん。 もう 帰ろう よ。) と 申されながら 須利耶 

たもと ひ ぱ 

さまの 抉 を 引っ張りな さいます。 お 二人 は 家に 入り、 



母 さまが 迎えな されて 戸の 環 を 嵌めて おられます うち 

と ► .1 のぼ き が 

に、 童子 はいつ かご 自分の 床に 登って、 着換え もせず 

に ぐっすり 眠つ てし まわれました。 

つ ぎ も う 

また 次の ような こと も 申します。 

しょくたく すわ 

ある 日 須利耶 さま は 童子と 食卓 にお 座りなさい ま 

みつ に ふな 

した。 食品の 中に、 蜜で 煮た 二つの 鮒が ございました。 

須利 耶の奧 さま は、 一 つ を 須利耶 さまの 前に 置かれ、 

一 つ を 童子に お与えな されました。 

(喰べ たくな いよおつ かさん。) 童子が 申されました。 

(おいしい の だよ。 どれ、 箸 をお 貸し。) 

須利耶 の 奥 さま は 童子の 箸 をと つて、 魚 を 小さく 砕 



きながら、 (さあお あがり、 おいしい よ。) と 勧められ 

ます。 童子 は 母 さまの 魚 を 砕く 間、 じっと その 横顔 を 

にわ むね へん ぐあい せま 

見て いられ ましたが、 俄かに 胸が 変な 工合に 迫って き 

どく かな たま 

て 気の毒な ような 悲しい ような 何とも 堪らなく なり ま 

て っぽう だま 

した。 くるつ と 立って 鉄砲玉の ように 外へ 走って 出ら 

いっぱい み むか 

れ ました。 そして まつ 白な 雲の 一杯に 充 ちた 空に 向つ 

て、 大きな 声で 泣き出しました。 まあ どうしたので 

おど 

しょう、 と 須利耶 の 奥 さまが 愕 ろかれ ます。 どうした 

のだろう 行って みろ、 と 須利耶 さま も 気づか われます _ 

そこで 須利耶 の 奥 さま は 戸口に お立ちに なりましたら 

童子 はもう 泣き やんで 笑って いられました とそん な こ 



されました。 けれども 須利耶 さま はお 叱りなさい ませ 

そで どうじ 

ん でした。 ご 自分の 袖で 童子の 頭 をつ つむよう にして、 

かわぎし すわ 

馬巿を 通り すぎ てから 河岸の 青い 草の 上に 童子 を 座ら 

せて 杏の 実 を 出して おやりに なりながら、 しずかに 

おたずねなさい ました。 

(お前 はさつ きどうして 泣いた の。) 

(だってお 父さん。 みんなが 仔 馬 をむ りに 連れて行く 

ん だもの。) 

しかた ひと 

(馬 は 仕方ない。 もう 大きくな つたから これから 独り 

また 

で 働ら くんだ。) 

(あの 馬 はま だ 乳 を 呑んで いたよ。) 



お あま 

(それ は そばに 置いて はい つまで も 甘える から 仕方な 

い。) 

(だってお 父さん。 みんなが あのお 母さんの 馬に も 

こども にもつ いっぱい 

子供の 馬に も あとで 荷物 を 一 杯つ けて ひどい 山 を 連れ 

て 行 くんだ。 それから 食べ物が なくなる と 殺して 食べ 

てし ま うんだろう。 ) 

すリゃ なにげ おとな 

須利耶 さま は 何気ない ふうで、 そんな 成人の ような 

こと を 云う もんじ やない と は 仰っしゃい ましたが、 

ほんとう おそ 

本統は 少し その 天の 子供が 恐ろしく もお 思いで したと、 

もう つた 

まあそう 申し 伝えます。 

須利耶 さま は 童子 を 十二のと き、 少し 離れた 首都の 



げど う じゅく 

ある 外道の 塾 にお 入れなさい ました。 

童子の 母 さま は、 一生 けん 命 機 を 織って、 塾 料 や 

小遣い やら を掊ら えてお 送りなさい ました。 

冬が 近くて、 天 山 はもう まつ 白に なり、 桑の 葉が 黄 

いろに 枯れて カサカサ 落ちました 頃、 ある 日の こと、 

にわ まど めざと 

童子が 俄かに 帰って おいでです。 母 さまが 窓から 目敏 

く 見付けて 出て 行かれました。 

しゃきょう つづ 

須利耶 さま は 知らない ふりで 写経 を 続けて おいで 

です。 

(まあお 前 は 今ごろ どうした のです。) 

い つ しょ はた 

(私、 もうお 母さんと 一緒に 働ら こうと 思います。 



べんきょう ひま 

勉強して いる 暇 はな いんです。) 

すリゃ き が もう 

母 さま は、 須利耶 さまの ほうに 気兼ねしながら 申さ 

れ ました。 

(お前 はまた そんなお となの ような こと を 云って、 

しかた べんきょう 

仕方ないで はありません か。 早く 帰って 勉強して、 

立派に なって、 みんなの 為になら ない となりません。) 

(だってお つかさん。 おつか さんの 手 はそんな に ガサ 

ガサして いるので しょう。 それ だのに 私の 手 はこん な 

なんでしょう。) 

(そんな こと をお 前が 云わなくても いいのです。 誰で 

も 年 を 老れば 手 は 荒れます。 そんな ことより、 早く 



帰って 勉強 をなさい。 お前の 立派になる ことば かリ私 

に は 楽み なんだから。 お父さんが お聞きに なると 叱 

られ ますよ。 ね。 さあ、 おいで。) と 斯う 申されます。 

どうじ にわ 

童子 はしょん ぼリ 庭から 出られました。 それでも、 

どま 

また 立ち 停って しまわれました ので、 母 さま も 出て 行 

かれても つと 向う までお 連れに なりました。 そこ は 

ぬまち もど 

沼地で ございました。 母 さま は 戻ろうと して また (さ 

あ、 おいで 早く。) と 仰っしゃった のでした が 童子 は 

やっぱり 停まった まま、 家の 方 を ぼんやり 見て おられ 

ふ かえ あし 

ますので、 母 さま も 仕方なく また 振り返って、 蘆 を 一 

本 抜いて 小さな 笛 をつ くり、 それ をお 持たせに なり ま 



した。 

どうじ はるつ め 

童子 はやつ と 歩き 出されました。 そして、 遥かに 冷 

しま 

たい 縞 をつ くる 雲の こちらに、 蘆が そよ いで、 やがて 

童子の 姿が、 小さく 小さくな つてし まわれました。 

俄かに 空 を 羽音が して、 雁の J 列が 通りました 時、 

すり や まど 

須利耶 さま は 窓から それ を 見て、 思わず どき つ とな さ 

れ ました。 

きび 

そうして 冬に 入リ ましたので ございます。 その 厳し 

す やなぎ め おとな さばく 

い 冬が 過ぎます と、 まず 楊 の 芽が 温和し く 光り、 沙漠 

さとうみず かげろう はいかい あんず 

に は 砂糖水の ような 陽炎が 徘徊いた します る。 杏 や 

すももの 白い 花が 咲き、 次で は 木立 も 草地 もまつ 青に 



須利耶 さまが 歩きながら、 何気なく^ われます に は、 

きょう あお 

(どう だ、 今日の 空の 碧い こと は、 お前が たの 年 は、 

ちょうど と い 

丁度 今 あの そらへ 飛び あがろう として 羽 をば たばた 云 

わせて いるよう な もの だ。) 

童子が 大 へんに 沈んで 答えられました。 

(お父さん。 私 はお 父さんと はなれて どこへ も 行きた 

くありません。) 

須利耶 さま はお 笑いに なりました。 

もちろん たぴ 

(勿論 だ。 この 人の 大きな 旅で は、 自分 だけ ひと リ遠 

い 光の 空へ 飛び去る こと はいけ ない の だ。) 

(いいえ、 お父さん。 私 は どこへ も 行きた く ありませ 



ん。 そして 誰も どこへ も 行かないで いいのでしょう 

ふ し ぎ たず 

か。) とこう 云う 不思議な お尋ねで ご ざ います。 

(誰も どこ へ も 行かな いでいい かつ て どう 云う こと 

だ。) 

(誰もね、 ひとりで 離れて どこへ も 行かないで いいの 

でしよう か。) 

(うん。 それ は 行かないで いいだろう。) と 須利耶 さ 

ま は 何の 気 もな くぼん やりと 斯うお 答えでした。 

そしてお 二人 は 町の 広場 を 通り抜けて、 だんだん 

こう 力い すな 

郊外に 来られました。 沙 がず うつと ひろがつ ており ま 

すな ふか ほ たくさん 

した。 その 砂が 一と ころ 深く 掘られて、 沢山の 人が そ 



の 中に 立って ございました。 お 二人 も 下りて 行かれた 

のです。 そこに 古い 一 つの 壁が ありました。 色 は あせ 

てはい ましたが、 三人の 天の 童子た ちが かいて ござい 

ました。 須利耶 さま は 思わず どきっとな りました。 何 

おも 

か 大きい 重い ものが、 遠くの 空からば つたり かぶ さつ 

たように 思われました のです。 それでも 何気なく 申さ 

れ ますに は、 

(なるほど 立派な もんだ。 あまりよ く 出来て なんだか 

こわ てんどう に 

恐い よう だ。 この 天童 は どこかお 前に 肖て いるよ。) 

すリゃ どうじ 

須利耶 さま は 童子 を ふりかえりました。 そしたら 童 

子 はなんだ かわらった まま、 倒れ かかって いられ まし 



た。 須利耶 さま は愕ろ いて 急い で 抱き留められました。 

童子 はお 父さんの 腕の 中で 夢の ように つぶやかれ まし 

た。 

t 力 

(おじい さんがお 迎ぃ をよ こした のです。) 

さけ 

須利耶 さま は 急いで 叫ばれました。 

(お前 どうしたの だ。 どこへ も 行って はいけ ない よ。) 

力す い 

童子が 微かに 云われました。 

ゆる 

(お父さん。 お許し 下さい。 私 は あなたの 子です。 こ 

の 壁 は 前にお 父さんが 書いた のです。 そのと き 私 は 王 

の … … だった ので すがこの 絵が できてから 王 さま は 殺 

され わたくしども はい つ しょに 出家した のでした が 



てきおう や ぞく ふく き 

敵王が きて 寺 を 焼く とき 一 一日 ほど 俗 服 を 着て かくれて 

こ いびと 

いるう ちわた くし は 恋人が あつ てこの まま 出家に かえ 

るの を やめようかと 思った のです。) 

あつま 

人々 が 集 つて 口々 に 叫びました。 

(雁の 童子 だ。 雁の 童子 だ。) 

いちど くちびる 

童子 はも 一 度、 少し 唇 をう ごかして、 何 かつぶ や 

いたよう で ございま したが、 須利耶 さま はもう それ を 

お聞き とりなさら なか つたと 申します。 

私の 知つ ており ますの は ただこれ だけで ございま 

すご 

ろうじん 

老人 はもう 行かなければ ならない ようでした。 私 は 



ほんとうに 名残 リ 惜しく 思い、 まっすぐに 立って 

が つ しょう 

合掌して 申しました。 

とうと ものがた リ 

「尊い お 物語 を ありがとう ございました。 まことに 

お 互い、 ちょっと 沙漠のへ りの 泉 で、 お 眼に かか つ て、 

ただ 一 時 を、 1 緒に 過ごした だけで は ございま すが、 

これ も かりそめ のこと ではな いと 存じます。 ほんの 通 

たびびと じつ 

りか かりの 二人の 旅人と は 見えます が、 実はお 互が ど 

んな もの かもよ くわから ない ので ございます。 いずれ 

スガタ しめ すす 

はもろ ともに、 善 逝の 示された 光の 道 を 進み、 かの 

むじょう ぼ だ いいた わか 

無上 菩提に 至る ことで ございます。 それで はお 別れい 

たします。 さようなら ご 
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